
 

令和２年度 全県教育課程説明会 「総則」部会（小学校） 
 
各教科の改訂のポイント 

① 総則改訂の要点 

改訂の趣旨が教育課程の編成や実施に生かされるようにする観点から次のような改善を行った。 

    ・資質・能力の育成を目指す「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

    ・カリキュラム・マネジメントの充実 

    ・児童の発達の支援、家庭や地域との連携・協働を重視する 
 
② 構成 

(1) 前文の新設 

教育基本法の理念と教育課程の役割、「社会に開かれた教育課程」の実現にあたって共有が 

望まれる考え方を前文として記述。 
  

(2) カリキュラム・マネジメントの流れに沿った章立て 

   「何ができるようになるか」、そのために「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何が身に付い

たか」を意識しながら児童の実態を踏まえた教育の内容や時間の配分、授業改善や人的・物

的資源の確保等を創意工夫していけるように、カリキュラム・マネジメントの流れに沿った

章立てで構成。 
 
  

 

 

新学習指導要領のもと、各学校

においては、「何ができるよう

になるか」「何を学ぶか」「ど

のように学ぶか」「何が身に付

いたか」といった子どもを中心

に据えた視点から、教育課程を

編成し、その後も不断のカリキ

ュラム・マネジメントにより、

教育活動の充実・改善の好循環

を生み出していくことが大切

です。 

 

（神奈川県教育委員会 令和２年３月『カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価』より） 
 
 ③ 第３章 教育課程の編成及び実施 各節の要点 

  第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割（何ができるようになるか） 

 

 

 

 

 

 

（神奈川県教育委員会 平成30年１月『教育課程編成の指針（幼稚園、小学校、中学校）』より） 
 

第２節 教育課程の編成（何を学ぶか） 

   各学校においては、教育目標を明確にし、教育課程の編成についての基本的な方針が家庭や地域

とも共有されるように努める。 

○子どもたちに必要な資質・能力の育成 

・各教科等の学習の充実 

・教科等横断的な視点で教育課程を編成 

学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等）の育成 

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成（主権者教育、食育、防災教育等） 
  

これらを踏まえて… 

 



 

第３節 教育課程の実施と学習評価（どのように学ぶか ／ 何が身に付いたか） 

  〇授業改善  

資質・能力の３つの柱のバランスの取れた育成が実現されるよう、単元や題材など内容や時間

のまとまりを見通しながら、児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行う。 
 

  その他の配慮事項 

    ▶ 言語環境の整備と言語活動の充実       ▶ コンピュータ等や教材・教具の活用＊ 

▶ 見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動 ▶ 体験活動 

▶ 課題選択及び自主的、自発的な学習の促進   ▶ 学校図書館、地域の公共施設の利活用 

 ＊コンピュータの基本的な操作に加えてプログラミングの体験を明記  
  〇学習評価 

学習評価については、単元等のまとまりの中で評価の場面や方法を工夫し、目標に準拠した評

価を実現し資質・能力の育成に生かすようにする。 
 

カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価 二つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
各学校で、それぞれの教員が、カリキュラム・マネジメントの一環として指導と評価を考えていくこ

とで、学校全体の教育目標、各教員が行う日々の授業が結びついていきます。 

 （神奈川県教育委員会 令和２年３月『カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価』を基に作成） 

 
第４節 児童の発達の支援（子ども一人ひとりの発達をどのように支援するか） 

〇児童の発達を支える指導の充実            ○障害のある児童などへの指導 

  ○海外から帰国した児童などの学校生活への適応 

○日本語の習得に困難のある児童に対する日本語指導   ○不登校の児童への配慮 
 

第５節 学校運営上の留意事項（実施するために何が必要か） 

〇カリキュラム・マネジメントを、校長の方針の下に全ての教職員が参加し、学校評価や各分野の

全体計画等と関連付けて実施する。 

〇家庭や地域社会との連携・協働を深めるとともに、世代間（高齢者や異年齢の子供など）や学校

間、障害のある幼児児童生徒との間の交流及び共同学習の機会を設ける。  
第６節 道徳教育推進上の配慮事項 

  〇全体計画を作成し、全教員が協力して道徳教育を展開  〇豊かな体験活動の充実 

  〇児童の発達の段階や特性を踏まえた指導内容の重点化  〇家庭や地域社会との連携 

教育課程全体に関わる視点 

各学校では、学校目標のもと、地域や児童・生徒等の「強

み」や課題を踏まえ、重点目標や研究テーマを設定し、教

科横断的な視点で指導や評価を行います。 

各教科等における指導と評価に関わる視点 

学校として育成を目指す資質・能力（目指す子ども像）

をすべての教職員が共有した上で、各教員が日々の授業

における計画、評価、改善を一単位時間や単元、年間の

中で一連の活動として展開していきます。 

（ある中学校での取組のイメージ） 


